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近代国家成立以降の育児書は，明治 7年から 14年頃までに 11冊発行された，アメリカ・
イギリス・ドイツ・オーストリアの西欧近代医学に基づく育児書を翻訳したものから始まる。
明治 15年頃からは，西欧近代医学を学んだ日本人医師が執筆し始め，明治末までに 73冊，















































































































































































































































































































































































































1096件の論文と記事がヒットする．最も多いのは，2000年から 2010年の 10年間で 605件であ







⑶ 朝日新聞「サザエさんをさがして 育児書」2005年 2月 26日版別刷 コラムの一節
⑷ 信濃毎日新聞社編 2002『迷い道：子育ては，今』河出書房新社
⑸ 2005年に公開され大ヒットした映画「ALWAYS 三丁目の夕陽」は，昭和 30年代ブームの火付け
役であった．「貧しかったが夢があった」「人間関係が暖かかった」というような昭和への憧憬は，
この頃の育児空間を望ましいものとするメッセージが感じられる．






⑼ 老川寛監修 2001『家族研究論文資料集成 明治・大正・昭和前期篇』第 12巻 家族の機能（1）
クレス出版，草間八十雄 1921「幼児保育と夫妻共働の実状」『社會事業』第 5巻第 8号 中央社會
事業協會社會事業研究所，岡村准一 1922「独逸に於ける育児事業」『社會事業』第 6巻第 9・10号
中央社會事業協會社會事業研究所，など，育児制度や西欧の制度の研究などが目立つ．
⑽ 『育兒雑誌』は，「日本兒童協會」という組織が，大正 9年 7月に『日本兒童協會時報』として出版
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⒁ 分析した育児書 118冊の時代別内訳は，明治期 52冊，大正期 29冊，昭和前期（終戦まで）37冊
である．
⒂ マーガレット・ミードとともに未開社会を調査した，心理学者・文化人類学者のナイルズ・ニュー
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フリードリヒ・アウグスト・アンモン 三宅虎太訳，1879，『母親之義務並育児法 上巻』文会堂
ボル 杉山由哲訳，1881，「育児須知」
矢守貫一，1883，『育児の種』矢守貫一
鳥谷部政人，1886，『医療捷径』内科新論出版事務所
一々学人編，1888，『哺乳児養育問答』晩翠堂医院
中村正道，1893，『小児養育法』博文館
進藤玄敬，1894，『育児必携 乳の友』博文館
中井龍之助，1896，『育児必携』成功堂
的場セイ之助，1898，『育児の栞 家庭全書第二編』大阪尚文堂
三島通良，1899，『ははのつとめ』波隴堂
長澤亘，1900，『育児の心得』金原寅作
東京衛生協会編，1903，「育児衛生顧問 一名・母親の心得」文昌堂
唐澤光徳，1905，『育児のはなし』吐鳳堂
帝国保育会編，1909，『育児活法』右文館
吉田賢子，1910，『妊婦必読 安産の心得』宇宙堂
長尾美知，1910，『近世兒科学 増訂 2版』東京名文館
（大正期）
長尾美知，1914，『最新育児法講話』東亞堂書房
高橋毅・伊藤常子，1916，『育児三年：一名子供を健全に育つる方法』弘学館書店
河合三郎，1916，『不用意が招く愛児の死』洛陽堂
吉岡弥生，1919，『結婚より育児まで』東盛堂
三田谷啓，1923，『育児の心得』同文館
内務省衛生局，1923，『育児と衛生』方文館
高橋ミチ子，1924，『楽理と経験に基く新育児法と看護の仕方』文化生活研究所
週刊朝日編，1924，『家庭こども相談』朝日新聞社
長尾美知，1924，『学理と実際 乳のみ児を健に育てる為に』白揚社
林愛生・工藤淳，『姙娠より健全なる育児法』駸々堂書店
瀬川昌耆，1925，『増補改訂 実験上の育児 病児及虚弱児の養育法』新橋堂
田中幸一・木村善堯，1925，「こどもとはゞ」春陽堂
大久保亘穆他，1925，『育児衛生の手引』事業之日本社
阿部貞夫，1925，『育児集談母のつとめ』日英社出版部
（昭和 終戦まで）
原田達三，1928，『乳児及び幼児の育て方と其看護法 上巻』博文館
高田義一郎，1929，『結婚読本』春陽堂
1929，『赤ちゃんから両親へ』春陽堂
1936，『実例育て方の「コツ」＝彼女は如何にして育児に失敗したか』人文書院
育児科学研究会，1931，『赤ん坊 正しき理解と正しき育て方』育児科学社
主婦の友社，1932，『安産と育児法』主婦の友社
倉橋惣三・母子愛育会編，1935，『愛育読本』三省堂
（きのした じゅんこ 看護学科）
2021年 4月 30日受理
〈育児不安〉と主体化される母親たち（木下純子）
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